






学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月 日
学位 授与 の要件
学 位 論 文 題 目
もん ま しん じ
門 馬 信 二
博 士 ・(農 学)
農 第429号
平 成3年3月14日
学 位 規 則 第5条 第2項 該 当
イ チ ゴ果 実 の 品質 と遺伝 に 関 す る研 究



















論 文 内 容 要 旨
イチ ゴ果実 の品質 は育種上重要 な形質 であ り,な か で も果実 の硬 さは収穫期 の
温度 が比較的高 い寒 冷地 の作型 で は,日 持 ち性,輸 送性 な どとの関連 で,ま た,
糖度及 び酸度 は食味 との関連 で極 めて重要 な形質 である。
筆者 は,果 実 の硬 さにっ いては,そ の測定方法,品 種 間差異,他 の形質 との関
連性及iび遺伝様式 の解析 を,糖 度及 び酸度 にっいては,品 種 間差異,他 の形質 と
の関連性及 び遺伝様式 の解析 を行 った。さ らに,こ れ らの研究 と並行 して育 種を
進 め,果 実が硬 く,食 味 の優 れた寒 冷地 向 きの新 品種 を育成 した。
1.果 実 の 硬 さの 測 定 方 法 と 品種 間 差 異
1)果 実 の 硬 さの 測 定 方 法
オ ー トグ ラ フ に よ る 測 定 で は,ロ ー ドス ピー ドは 果 実 の 表 皮(果 皮),皮 層 部
(果 肉),管 束 帯,髄 部(心)な ど の 硬 さ を 明 確 に 識 別 で き るpunctureforce
curve(以 下PFC)が 得 ら れ(Fig。1),測 定 操 作 も容 易 で あ っ た こ と か ら,
100mln/m量n程 度 が適 当 と考 え られ た 。 プ ラ ン ジ ャー の大 き さ は,測 定 の 際 に種
子 を避 けや す く,果 実 全 体 の変 形 が認 め られ なか った こ とか ら2mm程 度 が適 当
と判 断 され た。 ま た,Push-PullGaugeは 簡 易 測定 機 と して 有 用 で あ る と判 断 さ
れ た。
2)果 実 の硬 さ の 品種 間 差異
PFCか ら直接 読 み と った 果皮 の硬 さか ら果 肉 の硬 さを差 し引 くこ と に よ り,果
皮 の真 の硬 さを推 定 した 。 推 定 した果皮 の 真 の硬 さ,及 び1)の 方 法 に よ り測 定
した 果 皮 の 硬 さ,果 肉 の硬 さ,心 の 硬 さ に は 明 か な 品 種 間 差 異 が 認 め られ た
(Table1)。 ま た,PFCか ら直 接 読 み と った果 皮 の 硬 さ と果 肉 の 硬 さ及 び果 皮 の
真 の硬 さ と果 肉 の硬 さ との 間 に は,各 々r=+0.796桝,r=+0.479桝 の相 関 関
係 が認 め られ,果 皮 の 真 の 硬 さ と果 肉 の硬 さ との 間 の相 関 が低 く,果 皮 の 真 の硬
さ は果 皮 の硬 さ よ り も果 肉 の 影 響 が 少 な い もの と考 え られ た。 な お,以 後 の 果皮
の硬 さ は果皮 の 真 の 硬 さを 示 す 。
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2.果 実 の 日持 ち性 と果 皮 ・果 肉 の硬 さ との 関係
完 熟 果 と催 色 果 につ い て,果 実 の 日持 ち性 の 指標 と した光 沢 の 消 失 率 及 び減 耗
率 に は明 か な品 種 間 差 異 が認 め られ,`Raritan',`Guardian'な ど は光 沢 の 消 失
率,減 耗 率 と も低 く,日 持 ち性 が優 れ て い た(Table2)。
保 蔵24時 聞 後 の光 沢 の消 失 率 と果 皮 の 硬 さ及 び果 肉 の硬 さ と の 間 に は,各 々
r=一 〇.690瞬,r=一 軌267の 相 関 関 係 が 認 め られ(Fig.2),減 耗 率 の 場 合 も
同様 な 関係 が認 め られ た 。光 沢 の 消失 率,減 耗 率 と もに果皮 の硬 さ との 関係 が 果
肉 の硬 さ との 関係 よ り も密 接 で あ っ た ことか ら,日 持 ち性 に は果 皮 の硬 さの ほ う
が 果 肉 の硬 さ よ り も重 要 で あ る と考 え られ た。
3.果 実の果皮及 び果 肉の硬 さの遺 伝
1)果 皮の硬 さの遺伝
硬 い品種 と軟 らかい品種 とのF1に おけ る果実 の果皮 の硬 さの平 均 値 は,両 親
の中間値(平 均親)よ りやや軟 らか いか,ま たは,軟 らか い親 の値 とほぼ一 致 し
た ことか ら,組 み合 わせに よって多少異 なるが,軟 らか い形質 が部分優性～優 性
と考 え られた(Table3)。
F1に おける果実 の果皮 の硬 さの分布 をみ ると,ほ とん どの個 体 が両 親 の分 布
内であったの に対 し,S、(自 殖第一代)の 場合 は親 の分布 範 囲を超 え る個 体 が
Flの 場合 よ りも多 く出現 した。
2)果 肉の硬 さの遺伝
硬 い品種 と軟 らか い品種 とのF、 お ける果実の果 肉の硬 さの平均 値 は,軟 らか
い親 の値 に近似 した ことか ら,軟 らかい形質 が優性 と判断 され た(Table4)。
F1に お ける果実の果 肉の硬 さの分布をみ ると,果 皮 の場合 と同様 な傾 向 が認
め られたが,`AlbritOn'のS、 で は親 品種 よ り も果 肉 の硬 い個 体 が 多数 出現 し
(Fig.3),自 殖 によ り特 定の形質 において特徴的 な個体を選 抜出来 る可能性 が あ
ると考え られた。
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また,高 率 で果実 の硬 い個体 を得 るためには,果 実の硬 い品種 間の交配 を行 う
必要があ り,軟 らか い品種 に硬 い形質 を導入す る場合 には,果 実の硬 い品種 を数
回交配す るな どの操作 が必要で あると考 え られた。
3)S,及 びF,に お ける形質問の相関関係並 びに果皮 ・果肉の硬 さの広義の遺
伝 力
果皮 の硬 さと果 肉の硬 さとの問の相 関係数 は,一 部 のF1,S、 以 外 は低 く,果
皮 の硬 さと果 肉の硬 さとは独立 に遺伝す るか,ま たは,連 鎖関係 はあま り密接で
はないと考 え られ た。S1で は草勢 と平均果重 との問に あ る程 度 の関係 が認 め ら
れ た(Table5)。
広義の遺伝 力 は果皮及 び果 肉の硬 さと もに高 か った こ とか ら,F、 やS1に お い
て は果実 の硬 さの遺伝的 な変異 が比較的大 きいと考 え られ た(Tabie6)。
4.果 実の糖度及び酸度 の品種 間差異並び に糖度,酸 度 と収量,葉 面積 などとの
関係
1)果 実の糖度及 び酸度 の品種間差異
60品 種 にっ いて糖度及 び酸度 を測定 し,糖 酸比を算出 した結果,こ れ らの形 質
には明か な品種間差異 が認 め られ,`MU:K-1',`幸 玉'な どで糖 度 が高 か った
(Table7)。 糖酸比 が高 か った`幸 玉',`八 雲'な ど は酸 度 が低 く,食 味 が良 い
品種で あ り,実 際 に露地 で栽培 されている品種 の糖酸 比 も高かった。 したが って,
糖酸比 は選抜 の際 に食味 の 目安 にな ると考 え られ た。
2)果 実糖度,酸 度並 びに収量形質 などの品種間差 異
糖度,酸 度を測定 した60品 種 の結果 か ら30品 種を選 定 し,糖 度,酸 度 の他 に収
量,葉 面積,果 実 の硬 さな どを含 めた14形 質を測定 した。その結果,収 量,葉 面積,
果 実 の 硬 さな ど い ず れ の 形 質 に っ い て も明 か な 品 種 間 差 異 が 認 め られ た
(Table8)。 果実 の硬 い品種 の中 では 盛 岡ユ6号'は 糖度 が比較 的高 か ったが,
他 の果実 の硬 い品種 では糖度 が低 か った。
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3)果 実 の糖度及 び酸度 と他 の形質 との関係
30品 種 における糖度 と他 の形質 との関係をみ ると,単 位葉 面積 当 た り収量 との
間 には比較的高 い負 の相関 関係 が,収 量,花 房数 との問に も各 々負 の相 関関係が成
立 し(Table9),単 位葉面積 当た り収量 の高 い品種で は糖 度 が低 い傾 向 が認 あ
られた。
酸度 と他 の形質 との関係 で は,糖 酸 比 との間に は高 い負の相 関関係 が,収 量及 び
単位葉面積当 た り収量 との間にはそれぞれ負 の相 関関係 が成立 した。
5.果 実の糖度及び酸度の遺伝
1)果 実の糖度 の遺伝
F1の 果実 の糖度 の平均値 は両親 の中間値 よ りも低 いか また は近 似 した こ とか
ら,組 み合 わせによ って多少異 な るが,低 糖度形質 は部分 ま た は不 完全 優性 と考
え られた(Table10)。 各組 み合 わせ と も大部分のF1個 体 は両親 の分布範 囲 内 に
あ り,高 糖度 間の組 み合 わせで は高糖度 の個体 が多か ったが,高 糖度 と低糖 度 との
組 み合わせで は低糖度 の個体 のほ うが多か った(Fig.4)。
2)果 実の酸度の遺伝
F、 の果実 の酸度 の平均 値 は,低 酸 度 間 の1組 み 合 わせ が両 親 よ り も高 く,
高酸度 ×低 酸度の組み合わせ では両親 の中間値 よりも低 いか,ま た は近 似 した こ
とか ら,組 み合 わせによ って多少異 な るが,低 酸度形質 は部分 また は不完全優性 で
あ り,組 み合 わせ に よ って はヘ テ ロシスが現 われ る場 合 が あ る と考 え られ た
(Table11)。 高酸度 と低酸度 との組 み合 わせの場合 には,い ずれ の組 み合 わ せ で
も低酸度側 に偏 った分布を示 し,低 酸度 の個体 が多 く出現 した(Fig.5)。
また,糖 度,酸 度 と もに広義 の遺伝力 はほ とん どの組 み合 わせで高か った。
3)F1に おける糖度及 び酸度 と他の形 質 との関係
糖度 と株 当 た り収量,単 位葉面積 当た り収量 との間 には比較 的高 い負 の相 関関
係 が成立 し,組 み合わせ によ ってその程度 は異 なるが,収 量 の高 い個体 または単
位葉面積 当 た り収量 の高 い個体 で は,糖 度 が低 い傾向が認 め られた。
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酸度 につ いて は糖酸比 との間 には高 い負の相 関関係が,株 当 た り収量及 び単位葉
面積当 た り収量 との問 には負 の相関関係が認 め られた(Table12)。
これ らの関係か らみて,糖 度が高 く,食 味良好 な品種 の育成 にお いて,確 実 に
高糖度 の個体 を選抜す るためには,糖 度,酸 度 などの果実形質だけでな く,葉面積,
草丈,収 量 などの諸形質 にっ いて も十分考慮 しなが ら選 抜す る必要 が あ る と考 え
られ た。
6.果 実 の 品 質 に 関与 す る特 性 の 遺 伝 に基 づ く品 種 育 成
1)育 成 経 過
果 実 の硬 さ,食 味 な どの 果 実 品 質 が優 れ,か っ,多 収 で 寒 冷 地 向 きの 品種 の育 成
を 目的 と して 育 種 を行 った 。`Huxley'に`AlbritOn'を 交 配 して 得 られ た`77-36'
に,盛 岡19号'を 交 配 した組 み合 わせ か ら,当 初 の 目的 にほぼ合致 した`ベ ル ルー
ジ ュ'を 育 成 した(Fig.6)。`ベ ル ル ー ジ ュ'は1988年 に イ チ ゴ農 林17号 と して登
録 され,1989年 に種 苗 登 録(登 録 番 号:第2049号)さ れ た 。
2)品 種 の 特 性
`ベル ル ー ジ ュ'の 主 な特 性 と して は ,果 形 は円錐 形,果 色 は鮮 紅 色 で 強 い 光
沢 が あ り,平 均 果 重13～149で,`盛i岡16号'と 同程 度 で あ る。収量 は 盛 岡16号'
よ り30～50%多 い。 糖 度 及 び酸 度 は`盛 岡16号'よ り少 し低 い が,食 味 は良 好 で,
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まず,果 実の硬さの測定方法を検討 し,そ れらの測定法によって,ア メ リカ及びヨーロッパか
ら導入 した54品 種,及 びわが国の16品種を選定 して,果 実の硬さを測定 した。果皮の硬 さ,果 肉
の硬さ,心 の硬さには明らかな品種間差異があり,ア メリカの品種に硬いものが多 く,ヨ ーロッ
パの品種には軟らかいものが多く,わ が国の品種は両者の中間であることを明らかに した。
次に,果 実の日持ち性について,果 実の光沢の消失率及び減耗率を目標として検討し,日 持ち
性には明確な品種間差異があ り,日 持ち性が優れている品種では果実が硬 く,特 に日持ち性には
果実の硬さが密接に関係 していることを明らかにした。 さらに,果 皮及び果肉の硬さの遺伝にっ
いて検討 し,軟 らかい形質が部分優勢～優勢となるとともに,果 皮の硬さと果肉の硬さとは独立
遺伝するか,ま たは連鎖関係はあまり密接でないことを明らかにした。
次に,果 実の糖度,酸 度及び糖酸比について,ア メリカ,ヨ ーロッパ,わ が国の計60品種を用
いて測定 し,こ れらの形質には明らかな品種問差異が認められ,糖 度が高 く,酸 度が低 く,糖 酸
比が高い品種では食味のよいことを明らかにした。果実の糖度及 び酸度の遺伝につめて も検討
し,低 糖度形質及び低酸度形質はともに部分または不完全優勢であることを明らかにした。糖度
が高 く,食 味良好な品種の育成において,確 実に高糖度の個体を選抜するためには,糖 度,酸 度
などの果実形質だけでな く,葉 面積,草 丈,収 量などの諸形質についても十分考慮する必要があ
ることを明らかにした。
果実の品質に関与する特性の遺伝に基づ く品種育成を試み,果 実の硬さ,食 味などの品質が優
れ,か つ多収で寒冷地向きの品種`ベ ルルージュ'を 育成 し,イ チゴ農林17号 として種苗登録 さ
れた。
以上のように本論文はイチゴ果実の品質に関与する諸特性を検討し,品 種間差異,形 質相互の
関連性及び遺伝様式を明らかに し,そ れに基づいて品質良好な新品種の育成を行 った。 よっ
て審査員一同は,本 論文は農学博士の学位を授与するに値する内容であるとてした判定 した。
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